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7月の行事予定

　

六
月
十
日
（
火
）
、
本
校
文
化
館
で
中
高
連

絡
会
が
開
か
れ
た
。
中
学
校
と
本
校
の
連
携
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
実
施
さ
れ
て
い

る
。
今
年
度
も
四
十
五
校
の
中
学
校
か
ら
先
生

方
が
出
席
さ
れ
、
本
校
か
ら
の
学
校
教
育
活
動

等
の
説
明
の
後
、
担
当
者
同
士
の
意
見
・
情
報

交
換
が
行
わ
れ
た
。

 

な
お
、
中
学
三
年
生
を
対
象
と
し
た
中
学
生
一

日
体
験
学
習
は
、
七
月
三
十
一
日
・
八
月
一
日
の

予
定
で
あ
る
。

中
高
連
絡
会

　

松
下
源
さ
ん
を
中
心
と
し
た
平
成
二
十
六
年

度
前
期
生
徒
会
が
発
足
し
た
。
執
行
委
員
会
の

う
ち
会
長
・
副
会
長
・
各
機
関
代
表
を
紹
介
す

る
。

　

会
長　
　
　
　

   

松
下  　
　

源
（
二
二
Ｒ
）　

　

副
会
長  　
　

  

立
山
瑛
里
香
（
二
一
Ｒ
）

　

副
会
長　
　
　

  

飯
島　

杏
香
（
一
四
Ｒ
）

　

体
育
局
長     

高
瀬　

綾
香
（
二
四
Ｒ
）

　

文
化
局
長     

岩
下　

凌
大
（
二
一
Ｒ
）

　

書
記
総
括 　

  

藤
崎
ま
り
の
（
二
五
Ｒ
）

　

会
計
総
括 　

  

田
平　

香
奈
（
二
一
Ｒ
）

　

一
学
年
代
表　

山
﨑　

一
世
（
一
四
Ｒ
）

　

二
学
年
代
表  

橋
本　

智
也
（
二
五
Ｒ
）

　

三
学
年
代
表  
住
吉　

康
大
（
三
一
Ｒ
）

嗚
呼　

鶴
丸
の
意
気
高
し

　
　

さ
ら
に
大
き
な
ス
テ
ー
ジ
へ

　

本
校
の
部
活
動
・
団
体
や
生
徒
が
、
各
種
大
会
で

上
位
大
会
へ
の
出
場
権
を
獲
得
し
た
の
で
紹
介
す

る
。
さ
ら
に
広
く
大
き
な
舞
台
で
、
「
鶴
丸
魂
」
を

遺
憾
な
く
発
揮
し
て
き
て
ほ
し
い
。

○
九
州
大
会
出
場

【
高
校
総
合
体
育
大
会
】

　

山
岳
部
男
子
・
女
子                 

（
霧
島
山
系
）

　

弓
道
部　

個
人　

外
薗  

克
啓 

（
三
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
鹿
児
島
市
）

　

水
泳
部　

個
人　

畠
中  

直
人
（
三
年
）

　
　
　
　
　

   

個
人　

仮
屋  

将
史
（
三
年
）

　
　
　
　
　
　

 

個
人  

野
元  

渚
生
（
二
年
）

　
　
　
　
　

   

個
人　

時
任  

晃
成
（
二
年
）

　
　
　
　
　

   

個
人　

白
石  

雄
樹
（
一
年
）

　
　
　
　

   　

個
人　

吉
留  

凜
咲
（
二
年
）

　
　
　
　
　

   

個
人　

木
塲  

佳
音
（
二
年
）

　
　
　
　

   　

個
人　

和
田
実
央
理
（
一
年
）

　
　
　
　
　

   

個
人　

新
村
江
李
奈
（
一
年
）

　
　
　
　
　

   

個
人　

上
村  

莉
澄
（
一
年
）
（
佐
賀
市
）

【
高
校
生
英
語
弁
論
大
会
】

　

個
人　

中
村　

美
穂
（
二
年
）　　
　
　
　

（
那
覇
市
）

【
全
九
州
空
手
道
選
手
権
大
会
】

　

個
人　

倉
岡　

駿
気
（
一
年
）　　
　
　
　

（
熊
本
市
）

【
陸
上
競
技
対
抗
選
手
権
南
九
州
大
会
】

　

個
人　

竹
之
下
晴
子
（
二
年
）

　

個
人　

田
坂　

裕
輝
（
二
年
）

　

個
人　

山
浦　

一
晟
（
二
年
）

　

個
人　

有
馬　

悠
平
（
一
年
）   　
　

    

（
那
覇
市
）

○
全
国
大
会

【
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
】

　

山
岳
部　

男
子
・
女
子  

（
神
奈
川
県
箱
根
山
塊
）

　

陸
上
部　

個
人　

田
坂　

裕
輝
（
二
年
）

         　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　

（
山
梨
県
）

【
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
】　 　
　

（
茨
城
県
）

　

か
る
た
部
門　

百
人
一
首
部　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

将
棋
部
門　
　

大
角
浩
太
郎
（
三
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
屋
敷
駿
平
（
二
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下
貴
利
人
（
二
年
）

　

囲
碁
部
門　
　

野
中
大
輔
（
三
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
場    

葵
（
三
年
）

　

放
送
（
朗
読
）
部
門　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
窪
麻
由
佳
（
三
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

自
然
科
学
部
門　

化
学
部

　

文
芸
（
散
文
）
部
門　

　
　
　
　
　
　
　
　

  

萩
之
内
明
莉
（
三
年
）

　

書
道
部
門　

  

甲
斐   

洸
陽
（
三
年
）

【全
国
高
等
学
校
小
倉
百
人
一
首
か
る
た
選
手
権
大
会
】

　

百
人
一
首
部                  

（滋
賀
県
大
津
市
）

【
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
全
国
高
校
放
送
コ
ン
テ
ス
ト
】

　

放
送
部　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
東
京
都
）

【
全
国
高
等
学
校
囲
碁
選
手
権
大
会
】

　

木
場   

葵
（
三
年
）  　
　
　

     　
　
　
　

（
東
京
都
）

　
　

前
期
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ
成
績

　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
月
十
二
・
十
三
日

　

鶴
丸
高
校
の
正
門
を
入
り
右
手
を
見
る

と
、
生
い
茂
っ
た
木
々
の
一
番
手
前
に
、

県
立
第
一
鹿
児
島
中
学
校
跡
の
碑
が
鎮
座

し
て
、
厳
か
な
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い

る
。
そ
の
後
ろ
隣
り
に
は
、
亡
師
亡
友
の

碑
が
シ
ン
デ
レ
ラ
階
段
を
行

き
来
す
る
生
徒
た
ち
の
様
子

を
見
守
っ
て
く
れ
て
い
る
。

視
線
を
さ
ら
に
奥
に
向
け
て

み
る
と
、
創
立
百
周
年
記
念

庭
園
の
一
角
に
一
中
生
と
一

高
女
生
の
像
が
設
置
さ
れ
、

一
中
生
の
像
は
正
門
の
方
向

を
、
一
高
女
生
の
像
は
生
徒

館
の
方
向
を
そ
れ
ぞ
れ
見
つ

め
て
い
る
。
そ
の
姿
は
、
あ

た
か
も
後
輩
た
ち
が
正
門
を

出
入
り
す
る
様
子
や
、
学
業

に
励
ん
で
い
る
姿
を
大
先
輩

方
が
温
か
く
、
ま
た
、
激
励

の
眼
で
見
つ
め
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
よ
う

に
感
じ
ら
れ
る
。

 
 

中

庭

に

目

を

向

け

る

と
、
F

o

r 

O
t
h
e
r
s　

の
碑
が
目
に
入
っ
て
来

る
。
そ
の
碑
の
前
に

は
、
卒
業
記
念
樹
と

し
て
植
樹
さ
れ
た
樹

齢
七
十
六
年
の
三
本

の
メ
タ
セ
コ
イ
ア
の

木
が
、
天
空
に
向
け

て
枝
を
伸
ば
し
鮮
や

か
な
青
葉
を
生
い
茂

ら
せ
て
い
る
。

 
 

メ

タ

セ

コ

イ

ア

は
、
新
生
代
第
三
紀

層
か
ら
「
化
石
」
と

し
て
発
見
さ
れ
て
い

た
た
め
絶
滅
し
た
と

さ
れ
て
い
た
が
、
一

九
四
五
年
に
中
国
の

四
川
省
（
現
在
の
河

北
省
）
で
自
生
し
て

い
る
の
が
発
見
さ

れ
、
そ
の
後
、
国
と

皇
室
が
挿
し
木
と
種

子
を
譲
り
受
け
、
日

本
国
内
に
広
ま
っ
て

　

 
 

 
 
 
 

い
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
歴
史
的
背
景
の
あ
る
メ
タ

セ
コ
イ
ア
は
、
そ
の
葉
を
赤
茶

色
に
紅
葉
さ
せ
た
後
、
多
く
の

種
子
と
共
に
落
葉
し
て
い
く
。

一
度
雨
が
降
る
と
そ
の
量

は
一
挙
に
増
し
、
中
庭
は

辺
り
一
面
赤
茶
色
の
カ
ー

ペ
ッ
ト
が
敷
き
詰
め
ら
れ

た
か
の
よ
う
に
な
る
。
水

分
を
沢
山
含
ん
で
い
る
落

ち
葉
の
清
掃
作
業
は
通
常

よ
り
も
困
難
な
も
の
と
な

り
、
避
け
た
く
な
る
の
が
人
情
で

あ
る
が
、
昨
年
面
白
い
光
景
を
目

に
し
た
。

　

早
朝
の
奉
仕
活
動
で
中
庭
を
担

当
し
て
い
た
生
徒
た
ち
は
、
地
面

に
広
が
っ
て
い
る
メ
タ
セ
コ
イ
ア

の
落
ち
葉
を
単
に
掃
き
集
め
る
の

で
な
く
、
水
が
切
れ
る
よ
う
に
形
を
整
え

な
が
ら
積
み
上
げ
て
い
き
、
下
層
に
は
他

の
種
類
の
落
葉
を
か
ぶ
せ
、
天
辺
に
は
落

ち
て
い
た
枝
を
一
本
差
し
込
ん
だ
の
で
あ

る
。
出

来

上

が

っ
た
そ
の
形
は
、

ま
る
で
煙
を
吐

く
桜
島
の
よ
う

で

あ

っ

た
。
こ

の
清
掃
活
動
を
、

「
ウ
イ
ッ
ト
が
富

ん
で
い
て
本
校

生

ら

し

い
」
と

取

る

か
、
は

た

ま

た
「
ふ

ざ

け

て

お

り
、
時

間

の
無
駄
で
あ
る
」

と
解
釈
す
る
か

は
人
そ
れ
ぞ
れ

で
あ
ろ
う
。

 
 

ま

た
、
先

述

し
た
記
念
庭
園

内
で
一
中
生
の

像
が
設
置
さ
れ

て
い
る
場
所
に
」

つ
い
て
も
、
「
こ

ん

な

片

隅

に
」 　

 
 

と
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
取
る
こ
と
も

で
き
る
だ
ろ
う
し
、
「
後
輩
た

ち
が
登
下
校
す
る
姿
を
一
番
見

て
取
れ
る
場
所
に
」
と
ポ
ジ
テ

ィ
ブ
に
解
釈
す
る
こ
と
も
で
き

る
だ
ろ
う
。
物
事
は
見
方
を
ち

ょ
っ
と
変
え
る
だ
け
で
、
プ
ラ

ス
に
も
マ
イ
ナ
ス
に
も
変
わ
っ

て
い
く
こ
と
は
誰
も
が
経
験
し

て
知
っ
て
い
る
。

 
 

鶴
丸
高
校
生
の
日
常
も
こ
の

視
点
に
立
っ
て
考
え
て
み
た

い
。
例
え
ば
、
本
校
生
に
求
め

ら
れ
る
宿
題
や
課
題
等
を
、
「
こ
の
量
を
見

た
だ
け
で
疲
れ
る
。
」
と
考
え
る
の
で
は
な

く
、
「
こ
れ
に
対
応
で
き
る
力
が
あ
る
と
思

わ
れ
て
い
る
の
だ
。
あ
り
が
た
い
。
」
と
思

え
ば
、
や
り
甲
斐
を
感
じ
、
意
欲
的
に
取
り

組
む
姿
勢
も
生
ま
れ
て
く
る
だ
ろ
う
。

 
 

奇
し
く
も
、
今
年
は
創
立
百
二
十
周
年
に

当
た
る
年
。
先
輩
方
が
築
い
て
き
た
歴
史
と

伝
統
、
恵
ま
れ
た
学
習
環
境
を
あ
り
が
た
く

思
い
、
俚
言
に
あ
る
よ
う
に
、
『
わ
が
も
の

と
思
え
ば
軽
し
笠
の
雪
』
の
心
境
で
物
事
を

受
け
止
め
、
積
極
的
に
取
り
組
め
ば
、
き
っ

と
道
が
拓
け
て
い
く
は
ず
で
あ
る
。　

　

諸
君
の
前
途
に
「
栄
光
あ
れ
か
し
」
。

　
　
　
　
　

 
 

一
年
総
合

　

一
位　

一
一
Ｒ

　

二
位　

一
五
Ｒ

　

三
位　

一
四
Ｒ

二
年
総
合

　

一
位　

二
五
Ｒ

　

二
位　

二
八
Ｒ

　

三
位　

二
六
Ｒ

三
年
総
合　

　

一
位　

三
八
Ｒ

　

二
位　

三
二
Ｒ

　

三
位　

三
四
Ｒ

創立百周年記念庭園にたたずむ

一中生の像から正門を臨む

生
徒
会
新
執
行
部
発
足
生
徒
会
長　

松
下
源
さ
ん
の
抱
負

　

「
生
徒
会
執
行
部
の
仕
事
は
、
表
立
つ
こ
と

な
く
地
味
な
仕
事
で
す
が
、
行
事
運
営
の
た
め

に
は
、
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
創
立
百
二
十
周
年
と
い
う
節
目
の

年
で
、
重
い
責
任
を
感
じ
て
い
ま
す
が
、
全
て

の
行
事
に
生
徒
会
執
行
委
員
一
丸
と
な
っ
て
取

り

組

み
、

こ

の

節

目

の

年

に

ふ

わ

さ

し

い

よ

う

な

行

事

運

営

を

し

て

い

き

た

い

と

考

え

て

い

ま

す
。
」

1 火 １・２年実力考査(１日目)

2 水 １・２年実力考査(２日目)

3 木 火曜日の授業

4 金 １年進路講演会

5 ㊏
１～３年進研記述
３年難易度表検討

6 ㊐
３年進研記述
第１回英検二次試験

7 月 学年朝会

8 火

9 水

10 木

11 金

12 ㊏
悠学講座②
大学生による学部学科紹介(１年)

13 ㊐

14 月 全校朝会

15 火

16 水

17 木

18 金  

19 ㊏ ３年代ゼミ東大模試

20 ㊐
３年代ゼミ東大模試
教員採用試験会場

21 ㊊ 海の日

22 火

23 水

24 木 　

25 金

26 ㊏
駿台東大京大，代ゼミ九大模試
同窓会総会

27 ㊐ 駿台東大京大，北予備九大模試

28 月

29 火

30 水

31 木
夏季悠学講座終了（１・２年）
中学生一日体験入学

学校保健委員　衛生委員会
学校安全の日

通
学
マ
ナ
ー

・
校
外
指
導

夏季悠学講座開始（～8/1）
３年三者面談開始　救命救急法講習会

　

２
年
修
学
旅
行

夏
　
季
　
休
　
業
　
日

　Positive Thinking
  　　　英語科　藏元　昭二


